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移動・受入対策

Ⅰ 移動対策
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１．県地域防災計画（原子力編）に基づく避難の考え方

警戒事態

施設敷地
緊急事態

全面緊急事態
（放出前）

全面緊急事態
（放出後）

放
出
前

放
射
性
物
質
放
出
後

ＰＡＺ（５キロ圏内）
東通村約３，０００人

ＵＰＺ（5～30キロ圏内）
東通村、むつ市
横浜町、六ヶ所村

野辺地町
約７０，０００人

施設敷地緊急事態
要避難者の避難

一般住民避難 屋内退避

ＵＰＺ（5～30キロ圏内）

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

○数時間以内に区域を特定
ＯＩＬ１（５００μSv/ｈ）を超えた
地区住民の避難

○１日以内に区域を特定
ＯＩＬ２（２０μSv/ｈ）を超えた
地区住民の一時移転

（※１週間程度内に実施）

時 間 軸



避難者数・避難車両数の具体的な算出イメージ（例:六ヶ所村泊地区）

【在宅】

住民数 ３，５０３人（現行避難計画）

一般住民 ３，４５３人

避難行動要支援者 ５０人

（バス２６人、車イス２２人、寝台２人）

在宅必要台数 バス ２台 ①

※２６人×２人÷４０人≒２台

【医療機関・社会福祉施設等】

施設内人数 ２８人（バス１０人、車イス１８人、寝台０人）

施設車両対応人数 ６人（バス ０人、車イス ６人、寝台０人）

施設要配備人数 ２２人（バス１０人、車イス１２人、寝台０人）

施設必要台数 バス １台 ②

※１０人×２人÷４０人≒１台

①＋②＝バス ３台

留意点
バスの所要台数は所要人

数を40で除したものを地区
別に切り上げて集計してい
ることから、多めに見積も
る結果となっている（地区
の避難行動要支援者1名で
も1台）。少人数地区は複
数地区まとまってのバス乗
合せ等により、実際の所要
数はこれよりも少なくなる
こともある。

２．避難者数・避難車両数の推計方法
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３．30km圏内における避難住民データ（１）

ＰＡＺ圏内

施設
保有
（人）

施設
保有
（人）

A=B+C a a B C c1 c2 c3 D=E+F+G E e F f

東通村
北側
（小田野沢）

914 375 375 893 21 11 9 1 8 2 0 6 1

東通村 南側（老部） 869 361 361 849 20 10 9 1 0 0 0 0 0

東通村 南側（白糠） 1,286 487 487 1,257 29 15 13 1 5 0 0 4 2

3,069 1,223 1,223 2,999 70 36 31 3 13 2 0 10 3計

自家用車
（台）

市町村 方角
住民数
(人）

在宅
避難行動
要支援者
以外（人）

世帯数
（戸）

在宅
避難行動
要支援者
（人）

施設
入所者
（人）

バス
（人）

車イス
（人）

寝台
（人）

バス
（人）

車イス
（人）

５～１５ｋｍ圏内

施設
保有
（人）

施設
保有
（人）

A=B+C a a B C c1 c2 c3 D=E+F+G E e F f

東通村 北側 1,182 479 479 1,157 25 13 12 0 94 19 19 62 10

むつ市 西側 1,981 979 979 1,939 42 23 19 0 329 173 79 78 12

横浜町 南西側 2,350 1,009 1,009 2,297 53 29 24 0 0 0 0 0 0

六ヶ所村 南側 3,359 1,310 1,310 3,309 50 26 22 2 28 10 0 18 6

8,872 3,777 3,777 8,702 170 91 77 2 451 202 98 158 28計

市町村 方角
住民数
(人）

世帯数
（戸）

自家用車
（台）

在宅
避難行動
要支援者
以外（人）

在宅
避難行動
要支援者
（人）

バス
（人）

車イス
（人）

寝台
（人）

バス
（人）

車イス
（人）

施設
入所者
（人）

参考資料 ２．（１）－④
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施設
保有
（人）

G g H=c1*2/40 I=(E*2-e)/40 J=H+I

0 0 1 1 2

0 0 1 0 1

1 1 1 0 1

1 1 3 1 4

在宅
バス
（台）

施設
バス
（台）

バス合計
（台）

寝台
（人）

施設
保有
（人）

G g H=c1*2/40 I=(E*2-e)/40 J=H+I

13 0 5 1 6

78 3 8 10 18

0 0 10 0 10

0 0 2 1 3

91 3 25 12 37

バス合計
（台）

寝台
（人）

在宅
バス
（台）

施設
バス
（台）
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30km圏内における避難住民データ（２）
１５～３０ｋｍ圏内

施設
保有
（人）

施設
保有
（人）

A=B+C a a B C c1 c2 c3 D=E+F+G E e F f

東通村 北側 2,892 1,036 1,036 2,828 64 34 30 0 20 8 0 10 2

むつ市 西側 51,423 23,584 23,584 50,244 1,179 615 513 51 1,208 447 81 541 77

横浜町 南西側 2,681 1,109 1,109 2,620 61 33 27 1 181 37 0 74 9

六ヶ所村 南側 3,962 1,965 1,965 3,924 38 27 10 1 164 69 65 53 18

60,958 27,694 27,694 59,616 1,342 709 580 53 1,573 561 146 678 106

※野辺地町目ノ越地区42名は、公用車等を活用し、野辺地町内へ避難。

計

バス
（人）

車イス
（人）

寝台
（人）

バス
（人）

車イス
（人）

在宅
避難行動
要支援者
以外（人）

市町村 方角
住民数
(人）

世帯数
（戸）

自家用車
（台）

在宅
避難行動
要支援者
（人）

施設
入所者
（人）

合計

施設
保有
（人）

施設
保有
（人）

A=B+C a a B C c1 c2 c3 D=E+F+G E e F f

東通村 北側 7,143 2,738 2,738 6,984 159 83 73 3 127 29 19 82 15

むつ市 西側 53,404 24,563 24,563 52,183 1,221 638 532 51 1,537 620 160 619 89

横浜町 南西側 5,031 2,118 2,118 4,917 114 62 51 1 181 37 0 74 9

六ヶ所村 南側 7,321 3,275 3,275 7,233 88 53 32 3 192 79 65 71 24

72,899 32,694 32,694 71,317 1,582 836 688 58 2,037 765 244 846 137

施設
入所者
（人）

市町村 方角
住民数
(人）

世帯数
（戸）

自家用車
（台）

合計

バス
（人）

車イス
（人）

寝台
（人）

バス
（人）

車イス
（人）

在宅
避難行動
要支援者
以外（人）

在宅
避難行動
要支援者
（人）
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施設
保有
（人）

G g H=c1*2/40 I=(E*2-e)/40 J=H+I

2 0 15 1 16

220 8 89 34 123

70 5 14 2 16

42 1 7 4 11

334 14 125 41 166

寝台
（人）

在宅
バス
（台）

施設
バス
（台）

バス合計
（台）

施設
保有
（人）

G g H=c1*2/40 I=(E*2-e)/40 J=H+I

16 1 23 3 26

298 11 97 44 141

70 5 24 2 26

42 1 9 5 14

426 18 153 54 207

寝台
（人）

在宅
バス
（台）

施設
バス
（台）

バス合計
（台）
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• 住民避難の実施においては、交通規制及び交通誘導を実施することにより、渋滞・

混雑を発生させずに避難することを前提とする

• 平成22年度道路交通センサスの結果を基に、Ｒ２７９及びＲ３３８のボトルネック

部分の交通容量（混雑度が1.0となる通行量）を特定

• 避難車両の通行量は交通容量とし、避難時間の推計等にあたり、避難を行う時間は１

日あたり24時間とする

Ｒ２７９ 交通容量 310台/ｈ 約7,200台/24ｈ
Ｒ３３８ 〃 218台/ｈ 約5,200台/24ｈ（ＰＡＺ)

244台/ｈ 約5,700台/24ｈ（ＵＰＺ）
混雑度の解釈　（社団法人日本道路協会「道路の交通容量」）

混雑度 状況

１．０未満
昼間12時間を通して、道路が混雑することなく、円滑に走行
できる。渋滞やそれに伴う遅れはほとんどない。

１．０～１．２５
昼間12時間のうち道路が混雑する可能性のある時間帯が1～2
時間ある。何時間も混雑が連続するという可能性は非常に小
さい。

１．２５～１．７５
ピーク時間帯はもとより、ピーク時間を中心として混雑する
時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態。

１．７５以上 慢性的混雑状態を呈する。

渋滞・混雑の定義（一般道）

渋滞 時速10km以下

混雑 時速20km以下

（公益財団法人日本道路交
通情報センターHPから）

４．道路交通量について
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②
Ｒ２７９の
ボトルネック区間
３１０台

ｃ
Ｒ３３８の
ボトルネック区間
（ＰＡＺ避難）
２１８台

５．平成２２年度全国道路・街路交通情勢調査（道路交通センサス）結果

凡例
○○台／ ○○台＝混雑度

ｄ
Ｒ３３８の
ボトルネック区間

（ＵＰＺ避難）
２４４台

⑤262台/485台＝0.5

④353台/1,534台＝0.2

ａ 437台/336台＝1.3

ｂ 142台/279台＝0.5

③258台/415台＝0.6

①258台/314台＝0.8

②258台/310台＝0.8

ｃ 144台/218台＝0.7

ｄ 144台/244台＝0.6

ｆ 192台/296台＝0.6

ｇ 192台/296台＝0.6

ｅ 193台/171台＝1.1

→R338で交通容量が最小
となるが、バイパスが整
備されているためボトル
ネックとしない

調査による昼間１ｈ
あたりの交通量（台）

各区間の交通容量（渋滞・混雑せずに
通行できる１時間あたりの最大数）

赤字はＲ２７９、Ｒ３３８
それぞれのボトルネック部分
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：民間事業者のバス待機地点

20km

30km

６．バスによる輸送人数について

むつ市周辺

（むつ市、東通村
保有バス含）

六ヶ所村周辺

（横浜町、六ヶ所村
保有バス含）

表４　バスによる輸送可能人数（市町村保有分含む）


最大輸送人数

(保有台数ベース)

バス稼働率等を
考慮した輸送人数
（稼働率ベース）

5,309人
（133台）

1,943人
（49台）

むつ市
周辺

4,955人
（124台）

1,776人
（45台）

12,862人
（322台）

4,739人
（119台）

六ヶ所村
周辺

2,869人
（72台）

1,021人
（26台）

カッコ内は1台あたり40人換算のバス台数

下北地区

上十三地区
(平内町含)

民間バス事業者の営業所・待機場所
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７．５～１５km圏内の住民の優先的な避難の考え方（むつ市）

• 避難者全員を避難所（青森市）まで１
回で輸送することは不可能

• 避難退域時検査所（30km圏外）までピ
ストン輸送（２往復）すれば、全員を
１日で避難所まで輸送することは可能
（表５）

• ６時間半程度の交通規制が必要

【ポイント】

「住民全員がバス避難」と「避難行動要支援者がバス避難し、他は自家用車避難」とを比較した
場合、総避難時間及び交通規制時間はいずれも後者が短くなる。

【住民全員がバス避難する場合】

• 県の試算では避難にバス71台必要

• 利用可能なバス台数は43台（むつ市
周辺のバス台数は45台、うち２台は
ＰＡＺ圏内の避難に使用）

避難ルート むつ市→Ｒ２７９→野辺地町（1:00） 野辺地町→Ｒ４→青森市（1:00）

バスの動き 避難者の動き バスの動き 避難者の動き

時

間

0:00 バス配備要請 バス配備要請

2:00 一時集合場所到着 避難者①乗車

3:00 〃 出発

4:00 退域時検査所到着 検査実施 避難者①乗換 避難者①乗車

4:30 〃 出発（むつ市へ） 退域時検査所出発

5:30 一時集合場所到着 避難者②乗車 避難所到着 避難所到着

6:30 〃 出発

7:30 退域時検査所到着 検査実施 避難者②乗換 避難者②乗車

8:00 〃 出発 退域時検査所出発

9:00 避難所到着 避難所到着

表５ 全住民がバスで避難し、避難退域時検査所までピストン輸送した場合
（避難退域時検査所から避難先（青森市）までの輸送は青森市の事業者が実施）

交
通
規
制
実
施
時
間
帯

• 車両の移動時間は交
通規制を実施するこ
とにより、渋滞・混
雑が発生しないもの
として算出。

総
避
難
時
間
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• 車両の移動時間は交通規
制及び交通誘導を実施す
ることにより、渋滞・混
雑が発生しないものとし
て算出。

避難手段 バス 自家用車

避難ルート
R279→退域時避難検査場所→R4→青森市

(1:00) (1:00)

時

間

0:00 バス配備要請 避難指示、交通誘導・交通規制要請、
避難開始

2:00 一時集合場所到着 避難者乗車

3:00 〃 出発

3:10 最後尾車両避難開始
（979台÷310台/h＝3.2h）

4:00 退域時検査所到着 検査実施

4:10 最後尾車両退域時検査所到着
検査実施

4:30 退域時検査所出発

5:10 〃 退域時検査所出発

5:30 避難所到着

6:10 〃 避難所到着

表６ 避難行動要支援者がバスで避難し、他は自家用車で避難した場合

交
通
規
制
実
施
時
間
帯

交
通
誘
導
実
施
時
間
帯

【避難行動要支援者がバス避難し、他は
自家用車で避難する場合】

• 県の試算では避難にバス18台、自家
用車979台必要

• 利用可能なバス台数は43台（むつ市
周辺のバス台数は45台、うち２台は
ＰＡＺ圏内の避難に使用）

• 避難行動要支援者全員を避難所（青森市）
まで１回でバス輸送することが可能（要配
慮者の負担軽減）

• 避難開始から全住民が避難所に到着するま
での総避難時間が短縮（９時間→６時間：
表６）

• ３時間程度の交通規制、６時間程度の交通
誘導が必要

• 可能な限り自家用車に乗合せすることで、
時間はさらに短縮

総
避
難
時
間
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• 避難者全員を避難所（弘前市）まで１回で
輸送することは不可能（４往復が必要）

• 避難退域時検査所（30km圏外）までピスト
ン輸送しても、活動時間を１日12時間とし
た場合、１日で全員を避難させることは不
可能（表７）

【住民全員がバス避難する場合】

• 県の試算では避難にバス86台必要

• 利用可能なバス台数は24台（六ヶ所
村周辺の輸送台数は26台、うち２台
はＰＡＺ圏内の避難に使用）

表７ 全住民がバスで避難し、避難退域時検査所までピストン輸送した場合

総
避
難
時
間

【ポイント】

「住民全員がバス避難」と「避難行動要支援者がバス避難し、他は自家用車避難」とを比
較した場合、総避難時間は後者が短くなる。

バスの動き 避難者の動き バスの動き 避難者の動き

0:00 バス配備要請 バス配備要請

2:00 一時集合場所到着 避難者①乗車

3:00 　　 〃 　　出発　－①

3:45 退域時検査所到着　検査実施 避難者①乗換 避難者①乗車

4:15 　　 〃 　　出発（一時集合場所へ） 退域時検査所出発　－①

5:00 一時集合場所到着 避難者②乗車

6:00 　　 〃 　　出発　－②

6:15 弘前市到着 避難者①到着

6:45 退域時検査所到着　検査実施 避難者②乗換 避難者②乗車

12:45 退域時検査所到着　検査実施 避難者④乗換 避難者④乗車

13:15 退域時検査所出発　－④

15:15 弘前市到着 避難者④到着

時
　
　
間

避難ルート R338→六ヶ所村千歳平（0:45）
六ヶ所村千歳平→みちのく

有料道路経由→弘前市（2:00）

８．５～１５km圏内の住民の優先的な避難の考え方（六ヶ所村）
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避難手段 バス 自家用車

避難ルート R338→（0:45）→退域時避難検査所→みちのく有料道路経由（2:00）→弘前市

時

間

0:00 配備要請 避難指示、交通誘導要請(開始）、
避難開始

2:00 一時集合場所到着 避難者乗車

3:00 〃 出発

3:45 退域時検査所到着 検査実施

4:15 〃 出発

5:30 最後尾車両避難開始

6:15 避難所到着 最後尾車両退域時検査所到着

7:15 〃 退域時検査所出発

9:15 〃 避難所到着

表８ 避難行動要支援者がバスで避難し、他は自家用車で避難した場合

【避難行動要支援者がバス避難し、他は
自家用車で避難する場合】

• 県の試算では避難にバス3台、自家用
車1,310台必要

• 利用可能なバス台数は24台（六ヶ所
村周辺の輸送台数は26台、うち２台
はＰＡＺ圏内の避難に使用）

• 避難行動要支援者全員を避難所（弘前
市）まで１回でバス輸送することが可
能（要配慮者の負担軽減）

• 避難開始から全住民が避難所に到着す
るまでの総避難時間が短縮（１５時間
→９時間：表８）

• 可能な限り自家用車に乗合せすること
で、時間はさらに短縮

• 車両の移動時間は交通誘
導を実施することにより、
渋滞・混雑が発生しない
ものとして算出。

交
通
誘
導
実
施
時
間
帯

総
避
難
時
間
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移動・受入対策

Ⅱ 受入対策
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９．大規模避難所レイアウト例
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避難所開設時
必要な資機材数

数千人規模の避難所 数百人規模の避難所

案内板（施設の案内図、地区名、案内
矢印等）

【複数の地区が避難する場合】
案内図 →施設に１
地区名 →各地区ごとに２
案内矢印→各スペース※１ごとに１

【単独の地区が避難する場合】
案内図 →施設に１
案内矢印 →各スペースごとに１

ガムテープ、ビニールテープ、コーン、
ポール等

居住スペース及び通路の確保が可能な数
居住スペース、通路及び共有スペース
の確保が可能な数

トランシーバ（施設内での要員連絡用） ７（開設時の業務毎に１台） ７（開設時の業務毎に１台）

机、イス、筆記用具（受付設営） 机 ３、イス ６、筆記用具 ６セット 机 ２ 、イス ４、 筆記用具 ４セット

地区分けの目印となるもの
（番号がついた色別カード、リボン等）

【複数の地区が避難する場合】
各地区ごとに人数分確保

【単独の地区が避難する場合】
必要なし

パソコン（避難者登録用） １（地区毎に１台） １（地区毎に１台）

メガホン、スピーカ（避難者誘導） ２２ １２

※１ 受付、居住スペース、共有スペース

今後、避難所開設・受入訓練の実施等を行うことにより、内容の確認・見直しを行う。

図上シミュレーション等を実施した結果から避難所開設時に必要な資機材を推定した。
避難者用の資機材の他に、避難所開設にあたっての資機材も準備が必要である。

10．避難所で必要となる資機材
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